
 

 

2021年2月16日 

公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金 

 

日新電機グループ社会貢献基金「2020年度奨学生交流会」を開催 

～未来の産業を支える技術系人材の育成に貢献～ 

 

公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金（所在地：京都市右京区、理事長：小畑英明、以下、当基金）は、2月

4日に「2020年度奨学生交流会」を開催しました。 

 

本会は、同じ分野の研究を行う学生同士、また学生と社会人とが交流を深める場、交流による切磋琢磨の場として、

2017年から行っており、今回で5回目です。このような場を継続して提供できるよう、今回は新型コロナウイルス感

染防止のためオンラインで実施しました。 

 

本会では、「日新電機グループ社会貢献基金奨学金」の第4期生（2019年度採用）と第5期生（2020年度採用）で

ある大学院生 26 人から研究内容や成果、卒業後の進路について報告を受けました。当基金からは理事長の小畑を含

め評議員、理事、選考委員、また日新電機グループからは役員や幹部、奨学生の在籍大学の先輩社員などが参加し、

奨学生の報告に対する質問や激励など、オンラインながらも交流を深めました。 

 

本奨学金制度は、大学院修士課程の2年間を対象にした給付型奨学金制度です。近年、日新電機の事業と関わりの

深い電気エネルギーや高電圧技術といった重電系の学科を持つ大学や、その学科を専攻する学生は減少傾向にありま

す。当基金は、社会インフラを支える重要な技術を絶やさないために、これらの研究を志す学生を一人でも多く支援

することを目的として本制度を 2016 年より運営しています。コロナ禍により経済的困難を抱える学生が増加してい

るなか、高度な技術を身に付けようと向上心に燃える優秀な学生への支援を通じて、未来の産業を支える人材の育成

に貢献していきます。 

 

      

オンラインでの奨学生交流会の様子 

 

 

「日新電機グループ社会貢献基金奨学金」制度 

趣 旨：電気系、情報系、プラズマ応用系、材料・機械システム系の学科・専攻に所属し研究を行う大学院生

で、経済的困難があり、学業優秀な者に対して奨学援助を行うことで、電力エネルギー技術、高電圧技

術分野、情報技術分野、ビーム・真空応用分野、材料技術分野等の教育・学術研究の発展に寄与する 

特 徴：(1)給付型であり、返還の義務はない 

(2)卒業後の就職は、本人の自由とする  

支給内容：月額4万円、原則2年間  

給付人数：当基金が選考する全国の大学院から各1人、合計年間約30人 

以上 

 

 [本件に関するお問い合わせ] 

公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金 事務局  E-mail：sczaidan@nissin.co.jp 


